




資料１
①日頃市地区デマンド交通利用状況（令和６年12月末時点）

• 平成27年10月から運行を開始しており、登録者は、162人（前年同月150人）
• 令和６年12月末時点の利用者数は延べ696人（前年同月794人）で、事業費は1,112千円（前年同月1,676千円）
• 令和５年度の運行経費は3,040千円、運賃収入は925千円で運賃カバー率は30.4％（令和４年度は31.6％）
• 令和６年12月末時点の運行経費は1,730千円、運賃収入は618千円で運賃カバー率は35.7％となっている。（前年同月の運行経費
は2,418千円、運賃収入は741千円で運賃カバー率は30.6％）

• 令和６年４月から運行管理費を500円/件（限度3,000円/日）に見直し、令和６年10月からは、通学割引・乗合割引を追加し、事業
費の縮減を図っている。

• 実利用人数は25人（前年度31人）で、2人以上の乗合率は34.7％（前年度32.7%）。
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報告 (1)市内公共交通サービスの利用状況について
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②越喜来地区デマンド交通利用状況（令和６年12月末時点）

• 令和３年10月から実証実験として運行を開始しており、登録者は、122人（前年同月122人）。
• 令和６年12月末時点の利用者数は延べ246人（前年同月174人）で、事業費は467千円（前年同月523千円）
• 令和５年度の運行経費は796千円、運賃収入は97千円で運賃カバー率は12.2％。令和６年12月末時点の運行経費は574千円、
運賃収入は107千円で運賃カバー率は18.6％となっている。 （前年同月では、運行経費は629千円、運賃収入は77千円で運賃カバー
率は12.2％）

• 日頃市地区と比較して運賃カバー率が低いのは、1人での利用が多いため、乗合の割合が低いことや、デマンド利用料金の設定金額の違い
が要因と考えられる。

• 令和６年４月から運行管理費を500円/件（限度3,000円/日）に見直し、令和６年10月からは、通学割引・乗合割引を追加し、事業
費の縮減を図っている。また、令和６年10月から本格運行を実施している。

• 実利用人数は10人（前年度18人）で、2人以上の乗合率は13.5 ％（前年度12.8%）。
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③末崎地区デマンド交通実証実験利用状況（令和６年12月末時点）

• 末崎地区において、地域住民の移動手段を担っていた「細浦経由高田線（竹駒駅～立根）」が令和４年12月29日をもって廃止となった
ことを受け、地域の移動需要に合った交通サービスについて、地域との話し合いを重ね、持続可能な代替交通として有効性を検証するため、
デマンド交通実証実験を始めることとした。

• デマンド交通の導入にあたっては、末崎地区の再編を図るため、地区内を運行していた「碁石線（碁石海岸～立根）」について、利用者の
減少から末崎地区内の運行を廃止し、丸森立根線へ統合している。

• 令和６年10月から実証実験として運行を開始しており、登録者は、180人。
• 令和６年12月末時点の利用者数は延べ411人、運行経費は939千円、運賃収入は274千円で運賃カバー率は29.2％。
• 日頃市地区や越喜来地区と同様に、通学割引・乗合割引を適用。
• 実利用人数は30人で、2人以上の乗合率は35.0％。
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高田交通タクシー



• 令和６年12月末時点で交付者数437人（前年同月391人）、発行枚数8,628枚（前年同月8,004枚）となっている。
• 発行額は4,314千円（前年同月4,002千円）、市補助額1,803千円（前年同月1,906千円）と前年同月を下回っており、利用率
は41.8％（前年同月47.6％）となっている。

• 地区別の交付者数は末崎町が最も多く99人、次に大船渡町で96人、赤崎町で74人、盛町で58人となっている。
• 末崎町については、令和６年９月までの利用実績となっている。10月からのデマンド交通の実証実験運行に伴い9月で利用中止。

④タクシーチケット利用状況（令和６年12月末時点）

令和６年度
（12月末時点）

大船渡町 盛町 猪川町 立根町 赤崎町 末崎町 その他
合計

（12枚） （24枚） （36枚） （36枚）

交付者数(人） 96 58 51 54 74 99 ５ 437

発行枚数(枚） 1,152 696 612 648 1,776 3,564 180 8,628

使用枚数(枚) 606 313 346 362 1,044 879 55 3,605

発行額(円) 576,000 348,000 306,000 324,000 888,000 1,782,000 90,000 4,314,000

市補助額(円) 303,500 156,500 173,000 181,000 522,000 439,500 27,500 1,802,500

利用率（％） 52.6 45.0 56.5 55.9 58.8 24.7 30.6 41.8
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⑤綾里地区患者輸送車利用状況（令和６年12月末時点）

• 令和３年10月から停留所に「綾里駅」を増設し、利用者の利便性向上を図っている。
• 令和５年度の実績は、全体利用474人のうち一般利用が176人で、一般利用の割合は37.1％となっている。
• 令和６年12月末時点では、全体利用431人のうち一般利用が196人で、一般利用の割合は45.5％で増加となっている。
• 令和３年度から、一般利用は増加傾向にあるが、利用者全体では減少傾向となっている。
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⑥越喜来地区患者輸送車利用状況（令和６年12月末時点）

• 令和３年度の実績は、全体利用が1,366人と全体の利用者数が減少したものの、一般利用割合は54.6％で通院よりも一般利用が多
かった。

• 令和５年度の実績は、全体利用616人のうち一般利用が269人で、一般利用の割合は43.7％
• 令和６年12月末時点では、全体利用406人のうち一般利用が185人で、一般利用の割合は45.6％となっている。
• 一般利用、利用者全体ともに年々減少している。
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⑦吉浜地区患者輸送車利用状況（令和６年12月末時点）

• スクールバスの空き時間を利用し、越喜来診療所への患者輸送便として運行している。
• 令和５年度の実績は、全体利用615人のうち一般利用481人で、一般利用の割合は78.2％。
• 令和６年12月末時点では、全体利用436人のうち一般利用337人で、一般利用の割合は77.3％となっている。
• 吉浜地区については、令和４年度と令和５年度を比較すると一般利用が大きく増加しているが、高校生の利用が大きな要因となっている。
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⑧JR大船渡線BRTの利用状況

• 令和２年３月から田茂山駅、地ノ森駅、大船渡丸森駅が開業し、市内の大船渡線BRT駅は９つとなった。
• 令和５年度の実績で、気仙沼～盛駅間の平均通過人員が207人、市内各駅における乗車人員は合計で335人。
• 令和元年度までは大きな変動もなく推移してきたが、令和２年度からは減少傾向となっている。新型コロナウイルス感染症の影響による利用
者の減少があったが、令和５年度は５類への移行により、利用者は回復傾向にある。

• 利用促進策として、例年開催している３つの鉄道まつり（三陸鉄道、JR東日本、開発鉄道の３社合同イベント）の実施や、JR盛駅へのク
リスマスツリー点灯、JR大船渡駅へのイルミネーション点灯により、利用者の賑わいを創出している。

• JR東日本に対しては、快速便よりもさらに速達性の高い便や、BRT車内へのトイレの設置など、利用者の利便性向上を毎年要望している。
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気仙沼から盛駅間の平均通過人員（人/日）

平均通過人員 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

気仙沼～盛駅 314 276 254 272 274 198 202 183 207

市内各駅における平均乗車人員（人/日）

駅 別 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

盛 272 248 222 220 226 171 173 135 160

田茂山 6 11 9 12 16

地ノ森 7 14 10 9 17

大船渡 56 59 62 66 71 46 56 48 66

大船渡魚市場 8 10 10 11 6 5 3 7 6

下船渡 29 26 23 22 20 15 13 13 20

大船渡丸森 8 5 9 4 2

細浦 29 26 23 22 20 11 18 16 20

碁石海岸口 32 29 24 24 28 23 24 25 28

合 計 426 398 364 365 392 301 315 269 335



⑨三陸鉄道の利用状況

• 令和５年度実績で、市内各駅の乗車人員は合計で69,716人。
• 新型コロナウイルス感染症の影響等により、令和２年度に大きく減少し、令和４年度までは若干回復傾向にあったが、令和５年度は、高校
生の定期利用減少が響き、大きく減少している。

• 令和６年度の10月末時点での乗車人員は、台風５号により宮古駅～田老駅間が不通となったことも影響し、釜石～宮古間、宮古～久
慈間はいずれも前年同月より減少しているが、盛～釜石間においては前年同月より3.0％増加している。

• 令和６年度の取組としては、例年実施している園児お絵かき列車や盛駅前てつどうまつり、クリスマス列車などに加え、令和６年４月で三陸
鉄道開業40周年を迎えたことを記念して、4月１日に記念列車を運行（久慈～盛駅間）し、沿線の地域住民とともに歓迎イベントを実施
した。
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市内各駅の乗車人員（人）

駅 別 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 Ｒ6.10月

盛 駅 67,662 58,348 57,763 57,193 72,320 45,125 47,257 46,174 46,094 32,281

陸前赤崎駅 916 1,112 775 679 1,599 1,766 1,505 1,629 1,046 361

綾里駅 17,232 18,833 21,693 20,363 20,336 18,306 17,014 18,469 9,636 6,132

恋し浜駅 1,392 1,588 1,315 1,196 1,315 1,446 1,092 3,565 1,980 1,053

甫嶺駅 2,952 3,685 2,995 3,112 3,730 2,133 2,568 2,678 2,188 877

三陸駅 8,782 7,972 6,962 8,402 7,209 6,677 6,554 5,403 4,083 2,872

吉浜駅 5,533 3,383 5,780 7,742 4,601 6,597 6,768 6,861 4,689 1,909

合 計 104,469 94,921 97,283 98,687 111,110 82,050 82,758 84,779 69,716 45,485



⑩市内路線バスの利用状況

• 令和６年度実績で、碁石線が31,390人、丸森立根線が27,644人、綾里外口線が20,235人、立根田谷線が4,207人。
• 平成30年度の129,741人をピークに減少が続いており、平成27年度に111,705人あった輸送人員が、令和４年度には55,870人ま
で半減したが、令和５年度から新型コロナウィルス感染症５類への移行により、令和６年度は83,476人まで回復した。

• 令和６年10月からは、末崎地区内の運行を廃止し、碁石線を丸森立根線に統合した。

10

輸送人員（人） ※路線廃止代替バスとして路線の赤字分を補助し県交通が運行している路線

路線名 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 R5 Ｒ6

碁石線 36,497 34,123 29,693 45,389 36,681 24,596 21,831 20,083 29,502 31,390

丸森立根線 38,640 38,171 37,854 38,548 31,421 22,063 20,197 19,563 28,023 27,644

綾里外口線 30,849 29,496 25,324 41,618 24,499 16,345 14,944 13,660 20,062 20,235

立根田谷線 5,719 6,613 5,720 4,186 4,254 2,379 2,326 2,564 3,497 4,207

合 計 111,705 108,403 98,591 129,741 96,855 65,383 59,298 55,870 81,084 83,476
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⑪市内公共交通サービス全体の状況

＜全体＞
○公共交通の維持に要する市の事業費は、令和５年度実績で、96,465千円（令和元年度実績の78,376千円と比較して23％増）
○人口減少や、自家用車の普及、通学の送迎等により、公共交通の利用が著しく減少し、三陸鉄道や市内路線バスを維持していくために、市の事業費
が増加している。

＜三陸鉄道＞
○安全輸送設備事業費補助や運営費補助に加え、令和２年度からは新型コロナウイルス感染症の影響の継続及び原油価格・物価高騰の影響により
経営が悪化している三陸鉄道に対する運行支援を、県及び沿線市町村で行っている。

○令和７年度以降においても、厳しい経営状況が継続する見通しとなっている。
＜路線バス＞
○住民の生活に不可欠な路線であることから、地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金を活用しながら路線を維持している。
○陸前高田市と当市を結ぶ広域路線として運行していた細浦経由高田線は、令和４年12月をもって廃止となった。
○市内路線の一つである碁石線は、末崎地区へのデマンド交通の実証運行に合わせて、令和６年10月から末崎地区内の運行を廃止し、丸森立根線
と統合した。

＜デマンド交通＞
○日頃市地区では、平成27年度から開始し、現在は本格運行として運行しており、公共交通手段として、地域に定着している。
○越喜来地区では、令和３年度から実証運行として運行しており、令和５年度は利用者、事業費ともに減少しているが、令和６年10月から本格運行
により運行を継続している。

○末崎地区では、令和６年10月からデマンド交通の実証運行を開始。
○３地区とも通学割引や乗合割引を適用し、事業費の縮減を図りつつ、運行内容を見直ししながら利用者増に向けた取組を行っていく。
＜タクシーチケット＞
○対象地域の高齢者の増加や周知により、交付対象者及び事業費は年々増加している状況にあり、利用者からは距離要件の緩和や配布枚数の増加
等の要望もあるが、要件を緩和すればタクシー利用者や事業費が大幅に増えることになり、一方で、BRTや三陸鉄道、路線バスなどの公共交通の利用
者が減少し、減少分の負担も増加する恐れがあるため、市の財政面も考慮しながら、地域の実情に合った交通サービスを提供していく必要がある。

11

▶公共交通の維持に係る市の事業費（千円）

市内公共交通 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度(見込)

三陸鉄道 63,832 56,315 60,552 67,427 65,180 75,746

路線バス 11,530 27,397 22,762 27,639 26,150 38,295

デマンド・タクチケ 3,014 3,253 3,912 4,638 5,135 5,573

合 計 78,376 86,965 87,226 99,704 96,465 119,614






































